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謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
映
画「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
約
束

の
犬
」の
公
開
に
合
わ
せ
た
ハ
チ
の
ふ
る

さ
と「
大
館
」の
Ｐ
Ｒ
や
大
館
市
観
光
物

産
プ
ラ
ザ
の
オ
ー
プ
ン
、
全
国
に
紹
介

さ
れ
た
犬
文
字
な
ど
、
ま
さ
に
観
光
元

年
と
も
い
う
べ
き
年
で
し
た
。

社
会
情
勢
で
は
、
長
引
く
不
況
が
本

市
に
も
影
を
落
と
し
、
企
業
の
経
営
、

雇
用
の
維
持
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
あ

っ
た
年
で
し
た
。

明
け
て
今
年
は「
地
域
づ
く
り
」が
キ

ー
ワ
ー
ド
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
と
は
、
地
域
住
民
の
た

め
の「
雇
用
の
創
出
」「
医
療
体
制
の
整

備
」「
危
機
管
理
体
制
の
強
化
」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
く
こ
と

で
す
。

雇
用
の
創
出
で
は
、
国
や
県
の
雇
用

対
策
基
金
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
失
業

者
の
雇
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
、
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す

企
業
の
誘
致
実
現
や
、
安
定
し
た
雇
用

の
場
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

医
療
体
制
の
整
備
で
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
な
流
行
で
、
よ

り
一
層
の
医
療
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
、
が
ん
や
心
臓
病
な
ど
の

重
篤
な
疾
病
に
対
応
す
る
二
次
医
療
機

関
へ
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
医
療
支
援
の
拡
充
に
向
け
、

昨
年
は
、
看
護
７
対
１
入
院
基
本
料
施

設
基
準
を
達
成
し
た
ほ
か
、
市
立
総
合

病
院
と
弘
前
大
学
と
で「
弘
前
大
学
専

門
医
養
成
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す

る
協
定
」
も
締
結
し
ま
し
た
。
医
師
不

足
が
叫
ば
れ
る
中
、
今
後
と
も
質
の
高

い
医
療
と
看
護
を
提
供
し
、
地
域
医
療

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

危
機
管
理
体
制
の
強
化
で
は
、
学
校

耐
震
対
策
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
来

年
度
に
向
け
緊
急
時
情
報
一
斉
配
信
シ

ス
テ
ム
を
構
築
中
で
あ
り
、
今
後
も
市

民
の
安
全
安
心
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
で
は
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
が
一

層
進
展
す
る
中「
大
館
市
住
生
活
基
本

計
画
」を
策
定
し
、
ま
ち
と
豊
か
な
自
然

が
調
和
し
た
住
ま
い
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
市
営
大
町
住
宅
の
建
替
え
事
業

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国
が
示
す
道
筋
が
い
ま
だ
不
透
明
な

状
況
で
す
が
、
市
民
生
活
の
安
定
を
第

一
に
、
雇
用
の
確
保
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
、
併
せ
て
市
の
行
財
政

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
館
の
明
る
い
明
日
を
築
く
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
今
年
も
全
力

で
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

大 館 市 長

小 畑　 元


